
解答用紙

なお、仕訳問題の解答用紙が必要な方は
最終ページの仕訳シートをコピーしてご利用ください。

解答用紙はダウンロードもご利用いただけます。

https://bookstore.tac-school.co.jp/

の問題の解答用紙です。解答用紙あり

TAC出版書籍販売サイト・TAC出版オンラインストアにアクセスしてください。
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問題	 1	

問題	 ２	

1 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6

名　　称名　　称

名　　称名　　称
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問題	 ３	

① 経営成績 ⑥ 明瞭

② 真実 ⑦ 判断

③ 正規の簿記の原則 ⑧ 毎期継続

④ 資本剰余金 ⑨ 不利

⑤ 利益剰余金 ⑩ 会計記録

名　　称名　　称
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問題	 ４	

○または× ×の場合の理由

⑴ × 絶対的真実ではなく、相対的真実である。

⑵ × 棚卸法ではなく、誘導法である。

⑶ × 重要な後発事象については財務諸表に注記する。

⑷ ○

⑸ × 費用を過度に多く計上するような過度な保守主義は禁止されて
いる。

⑹ × 提出目的によって財務諸表の形式が異なるのは単一性の原則に
反するものではない。
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問題	 5	

① 経営成績 ⑧ 未実現収益

② 収益 ⑨ 総額

③ 対応 ⑩ 相殺

④ 当期純利益 ⑪ 対応表示

⑤ 収入 ⑫ 営業損益

⑥ 支出 ⑬ 経常損益

⑦ 発生 ⑭ 純損益

問題	 6

① 財政状態 ⑧ 固定資産

② 資産 ⑨ 繰延資産

③ 負債 ⑩ 流動負債

④ 正規の簿記の原則 ⑪ 固定負債

⑤ 簿外資産 ⑫ 流動性配列法

⑥ 簿外負債 ⑬ 取得原価

⑦ 流動資産 ⑭ 費用配分の原則
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問題	 7	
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問題	 8
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問題	 9

問１

問２
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問題	10

問題	11

問１　費用収益対応の原則の必要性

問２　工事原価が資産として次期に繰り越される場合
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問題	12

問題	13

問題	14

① ② ③ ④ ⑤ ⑥① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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問題	16

第　１　期 第　２　期 第　３　期

工 事 収 益 150,000円 303,600円 176,400円

工 事 原 価 136,500円  269,580円 157,920円

工 事 利 益 13,500円 34,020円 18,480円

問題	17

問題	18

① ② ③ ④ ⑤ ⑥① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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問題	19

問題	 20

問１　費用配分の原則の意義

問２　費用配分のプロセス

① ② ③ ④① ② ③ ④
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問題	 21

問題	 25

ア オ

イ カ

ウ キ

エ

① ②

③ ④

① ②

③ ④
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問題	 33

ア キ

イ ク

ウ ケ

エ コ

オ サ

カ シ

問題	35

① ② ③ ④ ⑤① ② ③ ④ ⑤
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問題	 37

問題	 38
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問題	 40

問題	 42

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
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問題	 43

⑴ ア イ

⑵ ウ エ

⑶ オ カ

⑷ キ ク

問題	 52

問題	 53
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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問題	 57

問題	 58
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問題	 60

問題	 63

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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問題	 64

問題	66
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問題	 67

　⑴　引当金の目的を説明しなさい。

　⑵　引当金の設定要件を４つ挙げなさい。

①

②

③

④

問題	 68

（単位：円）

×１年度 ×２年度 ×３年度

完 成 工 事 高

完 成 工 事 原 価

完 成 工 事 損 益

工事損失引当金
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問題	 74

◯または× 理　　　　　　　　由

⑴

⑵

⑶

◯または× 理　　　　　　　　由

⑴

⑵

⑶



23

問題	 76
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問題	 83
精　　　算　　　表

勘定科目
残高試算表 整理記入 損益計算書 貸借対照表

借　方 貸　方 借　方 貸　方 借　方 貸　方 借　方 貸　方
現 金 預 金 60000
受 取 手 形 187500
完成工事未収入金 210000
貸 倒 引 当 金 2750
有 価 証 券 90000

未 成 工 事 支 出 金 1087500

建 物 350000
建物減価償却累計額 80000
機 械 装 置 125000
機械装置減価償却累計額 59600
車 両 10000
車両減価償却累計額 4000
仮 払 金 24250
支 払 手 形 175250
工 事 未 払 金 112500
未 成 工 事 受 入 金 15000
完成工事補償引当金 125

社 債 48500

借 入 金 300000
退 職 給 付 引 当 金 57500
資 本 金 250000
利 益 準 備 金 50000
繰 越 利 益 剰 余 金 59125
完 成 工 事 高 1200000

販売費及び一般管理費 269350

社 債 利 息 750

2414350 2414350
有 価 証 券 評 価 損
完 成 工 事 原 価
社債償還（　　）

当期純（　　　）
合　　計

（単位：円）
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問題	 84

問題	 85

問題	 86

A　税効果会計に関する仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

⑴
繰 延 税 金 資 産 400 法 人 税 等 調 整 額 400

⑵
繰 延 税 金 資 産 160 法 人 税 等 調 整 額 160

B　各年度期末における繰延税金資産または繰延税金負債（いずれかに記入）
⑴　×１年度期末　繰延税金資産　	 円
　　　　　　　　　繰延税金負債　	 円
⑵　×２年度期末　繰延税金資産　	 円
　　　　　　　　　繰延税金負債　	 円
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問題	 89

合併後貸借対照表
×１年４月１日 （単位：円）

資 産 金 額 負債・純資産 金 額
諸 資 産 2,250,000 諸 負 債 970,000

（の れ ん） 20,000 資 本 金 750,000
資 本 準 備 金 360,000
利 益 準 備 金 50,000
別 途 積 立 金 40,000
繰 越 利 益 剰 余 金 100,000

2,270,000 2,270,000

問題	90

問題	 91

A　連結修正仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額
資 本 金
利 益 剰 余 金

8,000
2,000 Ｓ 社 株 式 10,000

B　連結貸借対照表
連 結 貸 借 対 照 表

×２年３月31日 （単位：円）
諸 資 産 （ 96,000） 諸 負 債 （ 56,000）

資 本 金 （ 30,000）
利 益 剰 余 金 （ 10,000）

（ 96,000） （ 96,000）

① ② ③

④ ⑤

① ② ③

④ ⑤
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問題	 92

A　連結修正仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

資 本 金
利 益 剰 余 金

8,000
2,000

Ｓ 社 株 式
少 数 株 主 持 分

7,000
3,000＊

B　連結貸借対照表
連 結 貸 借 対 照 表

×２年３月31日 （単位：円）
諸 資 産 （ 99,000） 諸 負 債 （ 56,000）

資 本 金 （ 30,000）
利 益 剰 余 金 （ 10,000）

（ 少 数 株 主 持 分 ）（ 3,000）
（ 99,000） （ 99,000）

問題	 93

A　連結修正仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

資 本 金
利 益 剰 余 金
の れ ん

8,000
2,000
1,000

Ｓ 社 株 式
少 数 株 主 持 分

8,000
3,000

B　連結貸借対照表
連 結 貸 借 対 照 表

×２年３月31日 （単位：円）
諸 資 産 （ 98,000） 諸 負 債 （ 56,000）

（ の れ ん ）（ 1,000） 資 本 金 （ 30,000）
利 益 剰 余 金 （ 10,000）

（ 少 数 株 主 持 分 ）（ 3,000）
（ 99,000） （ 99,000）
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問題	 94

A　評価替えの仕訳と連結修正仕訳
⑴　評価替えの仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

諸 資 産 1,000 評 価 差 額 1,000

⑵　連結修正仕訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

資 本 金
利 益 剰 余 金
評 価 差 額
の れ ん

8,000
2,000
1,000

300

Ｓ 社 株 式
少 数 株 主 持 分

8,000
3,300

B　連結貸借対照表
連 結 貸 借 対 照 表

×２年３月31日 （単位：円）
諸 資 産 （ 99,000） 諸 負 債 （ 56,000）

（ の れ ん ）（ 300） 資 本 金 （ 30,000）
利 益 剰 余 金 （ 10,000）

（ 少 数 株 主 持 分 ）（ 3,300）
（ 99,300） （ 99,300）
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問題	 97

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

①

ＪＶ

Ｔ社

Ｗ社

②

ＪＶ

Ｔ社

Ｗ社

③

ＪＶ

Ｔ社

Ｗ社

問題	100

決算整理後残高試算表
×２年３月31日 （単位：円）

現 金 （ 20,150） 工 事 未 払 金 （ 62,850）
完成工事未収入金 （ 65,100） 未成工事受入金 （ 5,600）
前 渡 金 （ 4,640） 長 期 借 入 金 （ 11,000）

（ 支 払 利 息 ）（ 370）（ 未 払 利 息 ）（ 55）
為 替 差 損 益 （ 1,000）
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問題	102
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問題	103

⑴　直接法による営業活動によるキャッシュ・フロー� （単位：千円）
営業収入� （　　 ）
原材料又は商品の仕入支出� −（　　 ）
人件費支出� −（　　  ）
　　小　計� （　　 ）
利息及び配当金の受取額� （　　  ）
利息の支払額� −（　　  ）
法人税等の支払額� −（　　 ）

　営業活動によるキャッシュ・フロー� （　　 ）

⑵　間接法による営業活動によるキャッシュ・フロー� （単位：千円）
税金等調整前当期純利益� 　　　  4,212
減価償却費� （　　  ）
貸倒引当金増加額� （　　　  ）
受取利息配当金� −（　　  ）
支払利息� （　　  ）
有形固定資産売却損� （　　  ）
売上債権の増加額� −（　　  ）
棚卸資産の減少額� （　　  ）
仕入債務の減少額� −（　　　 ）
未払人件費の増加額� 　　　  　  702
　　小　計� （　　 ）
利息及び配当金の受取額� （　　  ）
利息の支払額� −（　　  ）
法人税等の支払額� −（　　  ）

　営業活動によるキャッシュ・フロー� （　　 ）



32

≪仕訳シート≫　必要に応じてコピーしてご利用ください。
問 題
番 号 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額


